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第144回 学習者はどのようにしてストーリー文脈を
自分の現実・体験に結びつけるのか 

 目的は？ ストーリー中心型カリキュラム（SCC）の機能を変更することなくSCCの

機能を強化するアドオンを提案したい！ 

 なぜ？ ①学習者は本当にストーリーに没入しながら学習しているの？／②ｅラー

ニングの専門家養成という目的のためにはＭＴＭ社で実践！というストーリーは変

えずにプラスαが望ましい 

 どうやって？ 学習者の“ストーリー”へのアプローチを整理（書き込み分析・アン

ケート調査・インタビュー調査）からアドオンを考案 

 
実態⇒学習者は独自に“リアリティ”を付与 

 ストーリーによって与えられる役割・状況に依拠するだけでなく、大きなフレームからストーリー

そのものを捉えることで、ストーリーにリアリティを付加しながら学習を行っている。 

 同級生との関わりという現実のリアリティを生かして、ストーリー学習を進めている。 
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ストーリー中心型カリキュラム : SCCとは？ 

ストーリーに沿って５つの必修科目（M１前期）をまとめて学習 

ｅラーニングシステムの開発・販売のMTM社に中途採用された社員となる。 
部長からのメールによって業務課題が毎週与えられる。 
業務課題の文脈は、各科目の学習と結びつけられている。 
各科目の学習を行うと業務課題が達成できる。 

中村部長 

コンサル 

私 同僚 相互活動 

 業務命令 

業務支援 

大学院の学習カリキュラム ｅラーニングの専門家を育成 フルｅラーニング 

学生はほとんどが社会人 

企業内教育／大学職員・教員／教育
ベンダー／医療関係者 などなど 
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毎週毎週、業務指示メールが、、、 SCC進捗状況 

自社保有の画像ファイル
の掲載許諾契約書を和
式で作ってください。 

経営企画部門主催の
事業部発足見当委員
会での事業計画書を
作成してください。 

MTM社で独学シリーズ教材を何本か作
る仕事が入った。至急、教材企画書を１
本作ってほしい。 

LMSで何ができるかを
整理してください。 

さて、さっそくですが、最近のｅラーニング
動向を確認したいと思っているので、あな
たには任意のｅラーニングのコンテンツ評
価（受講体験報告）をお願いしたい。 
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「ＭＴＭ社の一社員」になり、降り注ぐ上司の指示に「学びながら」対応！ ４
月 

８
月 

私 

http://www.kumamoto-u.ac.jp/�
http://www.gsis.kumamoto-u.ac.jp/index.html�


2010年度SCC前期学習者15人の書き込みの中の45個のデータを分析（自己教務と学習の関連についての言及分） 

書き込みデータの分析（１） 
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※A, B, …は人を表す 

ストーリーに没入して
の 

（＝作り手の意図通り
に） 

学習は少なかった 
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2010・2011年度SCC前期学習者のべ30人の学習データ 

（メタ的に振り返っている227個のデータ）の分析（KJ法で分類・整理） 

同級生との関わり 

ＭＴＭ社課題とタスク 

期限の設定 

履修済み科目の存在 

実業務との比較の捉え方 

各自の取り組み姿勢 

書き込みデータの分析（２） 
反対の捉え方を持つ、 

（プラスになった困難を感
じた） 

設定・状況が見つかった。 
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在校生・修了生へのアンケート調査（在校生１２人・修了生７人から回答） 

日常の業務プロセスとSCC学習での業務プロセスなどの相違点を明らかにする 
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課題解決方法：一般（複数回答） 

アンケート調査 

日常の課題解決で用いられ
る 

コミュニケーションが 

SCC学習では不足している 
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在校生（３人）修了生（２人）へのインタビュー調査 

（具体的な学習の様子を中心に話を聞く） 

リアリティ 
「異なる業種の人が自分と同じように思っているのを知ったとき、設定にリアリティを感じた。」 

「SCC設定に近い内容の仕事をしている人と実際に話すと、ストーリーの信頼感が増す。」 

コミュニケーション 
「学生同士だけでなく、先生からもコメントがあり、レスポンスが頻繁でリッチな印象があった。」 

「苦手なIT科目などについてITが得意な同期生に質問をした。」 

「掲示板でのやりとりで独りではないと感じた。」 

「リアルな世界において「○○ってどういう意味かなぁ？」というような会話の場があった。」 

「部長への挨拶は簡単なことなのに、どれくらいの親しさを出したらよいのか２－３時間考えた。」 

「M1後期になってから同級生とコミュニケーションが生まれた。」 

「（用意された）喫茶室・秘書室・熊大MTM分室をどう使ってよいのかわからなかった。」 

「ていねいなフィードバックがないと学習意欲が上がらない。」 

学習ペース 
「ストーリーによって遅れを吸収することができた。」 

「各科目に平均的に時間をかけられるとは限らない。」 

「得意・不得意があり、知らないところをじっくり学びたかったが、設定がありできなかった。」 

インタビュー調査 
 MTM社のリアリティ 

→MTM社と同業の同級生の感想を聞き、リ
アルであることがわかった 

 あらかじめ用意された「喫茶室」などが
うまく活用されなかった→一方で、リア
ルな場をうまく活用して同級生と話しが
できた 
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(A) 学習者同士のコミュニティづくり 

(B) ストーリーの枠組みを活かした業務スタイルづくり 

３つのアドオンの提案 

季節の行事 ←（A）を支援 

出社・退社・休憩中などの表示 ← （A）（B）を支援 

週報と社内ミーティング ← （A）（B）を支援 

調査結果のまとめ＝アドオンに向けて 

on 
on 

on 

SCC 
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アドオン（１） 

9 

コミュニティづくりを支援季節の行事 

隣同士に座ったイメージで上下の書き込みに返信 

イベントであるため開催日時を限定（例：24時間） 
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コミュニティづくり・業務スタイルづくりを支援出社・退社等の表示 

ログイン情報と連動して状態を表示 

アドオン（２） 
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コミュニティづくり・業務スタイルづくりを支援週報と社内ミーティング 

記述部分は社内ミーティング内容に反映 

週に一度、課題への取り組み状態について選択する 

アドオン（３） 
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